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μ７ Plus の主な特長

・安心のガイド機能

・超小型ADCユニット搭載､かつ超低価格で独立2ch（標準）を実現！

→ ADCユニット×２で独立4chを実現！

RI、UV等４検出器まで個別にGPC解析可能！

・USB（バスパワー）仕様により､ノートPCでもGPC解析可能！

・不分離（ショルダー等)ピークのシミュレーション機能！

・クロマト貼り付け、データ転送（エクセルへ）もワンタッチ処理！

・クロマトグラム､検量線の重ね書き及び充実したレポート機能！

・AIAフォーマット又はテキスト形式対応で他社のクロマトも解析可能！

使い易さ、それはＳＩＣの基本設計思想です！



・ モニタリング（クロマト取込）ファイル設定

基
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１．クロマトデータ取込み
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・ モニタリング（検体）ファイル名設定
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各ファイル等設定

日付や固有名での連番等を任意に設定可能
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・ モニタリングシグナルテスト画面（試料注入待ち）

ベースラインの微分

チョットしたベース変動でも微分ラインは大きく変動
するので、ベースの安定状態が一目瞭然 ！！
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・ インジェクション後のクロマト取り込み画面

２チャンネル取り込み画面 （独立／同時、共に可能）

取込後､即 レポートプレ
ビューで RT､面積等の
確認が可能



２．ＧＰＣ検量線作成方法－１

① ＳＴＤｸﾛﾏﾄを読出し、分子量をﾋﾟｰｸﾄｯﾌﾟ（RT）にあわせて入力！

② 【ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ】をｸﾘｯｸして検量線は完成！！（次頁へ)
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検量線の次数（最大5次式）の
設定や式の表示もワンタッチ！

③ 【保存】により検量線作成完了
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ＳＴＤピークの保持時間と分子量値が予め分かっている場合・・・

そんな時は、保持時間と分子量を下記表に入れるだけ！！

３．ＧＰＣ検量線作成方法－２（手入力）
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４．ＧＰＣ分子量分布計算

・他社のどのデータ処理機よりも簡単に解析が出来る！
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任意の未知試料を読み出して検量線を選択

ｶｰｿﾙｸﾛﾏﾄ

【再解析】
→  次頁
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・ 分子量分布計算（再解析）

① 画面上のカーソルの移動でﾋﾟｰｸﾄｯﾌﾟの保持時間と分子量がすぐ判明！

② 化学物質審査規制法にも対応 → 分子量値と面積比・・・勿論レポート印刷も可能

検量線

ｶｰｿﾙｸﾛﾏﾄ

計算範囲をマウスで
設定後【計算】実行

ベースラインを
マウスで設定



計算範囲をマウスで設定し【計算】アイコンで
計算結果（Mn､Mw及び分散度等）を表示！

印刷レポートプレビュー
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・ GPC計算レポート例-１
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← 化審法に対応

低分子側に有害物質が多い !?
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・ GPC計算レポート例-２
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◎ 化学物質審査規制法とは ・・・
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・ クリップボードを利用したクロマトの貼り付け
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・ オリゴマー分析も個々のピークの計算結果を分かりやすい表で出力！

<<< 結果のエクセル転送例 >>>
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・ 個々のピークの計算結果（オリゴマレポート）印刷例！

各ピークの
計算結果を
表に纏めて
印刷！
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・ 検量線の比較が可能です！

・・・微妙な差が一目瞭然！

図で比較

５．その他アプリケーション
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・ 微分積分曲線の比較が可能です！
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・ 不分離ピーク（クロマト）の分離機能

ショルダーピーク
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・ クロマトの重ね書き（比較）-1

－ GPC未知試料比較（微妙な違いも一目瞭然） －
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・ クロマトの重ね書き（比較）-2

＊３次元確度は任意に設定可能です。

－ GPC標準試料比較（３次元比較例） －
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SICμ ７ Plus による ・・・
・ GPC オーバーラップインジェクション（重ね打ち）
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オーバーラップインジェクション・・・

GPCにはスタートからかなり長い時間クロマトグラム（ピーク）が出てこないと云う
性質（特長）があります。

μ7Plusではその性質を利用してトータルの分析時間の節約と､それによる溶媒の
節約をする事が可能です。

例えば､この図の様に25分の分析時間に対し、スタートから少なくとも10分間は
ピークが出てこない事が分かっている場合・・・

この図のように､25分の分析時間（ENDタイム）に対しオートサンプラーのサイクル
時間を15分に設定しますと、前のクロマトデータを取込んでる途中（15分経過後）
10分前に次のインジェクション（試料注入）信号が入りますが､それを受けてから
ピークの出てこない10分間を裏で（ベースライン時間として）カウントしています。

従いまして、前の取込みが終わりますと､その時点で次の取込時間が既に10分間
経過していますので、10分後からの取込みになります。

従いまして､これを続ける事により時間と溶媒の節約に繋がると云う事です。

μ7Plusでは､パラメータ設定を単にONにするだけで前の検体が終了する
前に次のインジェクション（試料注入）が可能なモードになります。
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これからもどんどん進化していきます！

お問い合わせ・・・

システム・インスツルメンツ株式会社 営業部

●本社 東京都八王子市小宮町 776-2

TEL: 042-648-0533

E-mail: sice@sic-tky.com

●大阪営業所

TEL: 06-6391-9588

ＳＩＣμ７ Plus は､お客様の声に耳を傾け


